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*********************************************** 

2012 年度 JSiSE 第 3 回研究会 参加募集 
*********************************************** 

担当：林敏浩、小西達裕、安間文彦（研究会委員会） 

 

【テーマ】 

続^2・教育機関等連携を支援する教育システムの設計・構築・運用／一般 
http://www.jsise.org/studygroupcommittee/index.html 

 

【日 時】2012 年 9 月 8 日（土） 

 

【会 場】香川大学幸町キャンパス研究交流棟 5階研究交流スペース 
（〒760-8521 香川県高松市幸町 1-1） 

http://www.kagawa-u.ac.jp/access/saiwai/ 
 

 

【主 催】教育システム情報学会 
http://www.jsise.org/ 

 

【共 催】香川大学総合情報センター 
http://www.kagawa-u.ac.jp/itc/ 

e-Knowledge コンソーシアム四国 
http://www-ek4.cc.kagawa-u.ac.jp/ 
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*********************************************** 

2012 年度 JSiSE 第 3 回研究会 プログラム 
*********************************************** 

発表時間 1 件/30 分（発表 20 分，質疑 10 分） 

◇開場 10:00 

◇開会の挨拶 10:25～10:30 

 

◇セッション１ 10:30～11:30 

10:30～11:00 

1. 動的な現象の理解を支援する簡易動画作成システム“Galop”における動画作成過程の可視化 

○裏和宏、松澤祐希（香川大学工学部）・林敏浩（香川大学総合情報センター）・ 

垂水浩幸（香川大学工学部）・中山迅（宮崎大学） 

11:00～11:30 

2. 日本語教師の e-Learning 活用を支援する学習コンテンツ作成のためのフレームワーク 

○池内菜々美、林敏浩、垂水浩幸（香川大学）・加藤由香里（東京農工大学） 

 

◇休憩（昼食） 11:30～12:50 

◇全国大会企画セッション報告 12:50～13:00 

 

◇セッション２ 13:00～14:30 

13:00～13:30 

3. 多肢選択問題の誤答作成支援方法 

     ○天野弘彬（香川大学工学部）・林敏浩（香川大学総合情報センター）･ 

垂水浩幸（香川大学工学部） 

 

13:30～14:00 

4. 問題の階層構造に対応する Web テスト作成ツールの開発 

〇幾度貴恵、野村典子（武庫川女子大学） 

 

14:00～14:30 

5. Android アプリケーション開発学習支援システムの実践 

○佐々木喜一郎（岐阜経済大学）・安田孝美（名古屋大学） 

 

◇休憩 14:30～14:50 

 

◇セッション３ 14:50～16:20 

14:50～15:20 

6. 大卒生採用における能力識別に関する定性的・定量的考察 

○柳田明子（東北工業株式会社）・村上英樹（神戸大学） 

15:20～15:50 

7. ゲーミフィケーションを活用したｅラーニング教育の可能性について 

○松本多恵（奈良女子大学） 

15:50～16:20 

8. e-Knowledge コンソーシアム四国における大学間連携 

○村井礼（四国大学）林敏浩（香川大学） 

 

◇閉会 16:20～16:30 

◇懇親会 18:00～20:00（予定） 
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■□■□■□■JSiSE 2012 年度 研究会年間予定表■□■□■□■ 

 

日 時 テ ー マ / 会 場  担 当 

第 3 回研究会 場 所：香川大学 幸町キャンパス研究交流棟 
林 敏浩 

  

日 程：  テーマ：  
小西達裕 

  

2012 年 9 月 8 日（土）  続^2・教育機関等連携を支援する 
安間文彦 

  

  教育システムの設計・構築・運用／一般 
  

  

第 4 回研究会 場 所：和歌山大学 
曽我真人 

  

日 程：  テーマ：  
柏原昭博 

  

2012 年 11 月 10 日（土）  スキル学習とその支援技術／一般 
小尻智子 

  

  
長谷川忍 

  

第 5 回研究会 場 所：東北大学 
佐々木整 

  

日 程： テーマ：  
三石 大 

  

2013 年 1 月 12 日（土）  ネットワークコンピューティングと 
妻鳥貴彦 

  

  これからの教育・学習環境／一般 
  

  

第 6 回研究会 場 所：山口大学（吉田キャンパス） 
松永公廣 

  

日 程：  テーマ：  
西野和典 

  

2013 年 3 月 16 日（土）  教育の情報化と情報教育／一般 
西端律子 

  

  
鷹岡 亮 

  

特集論文研究会 

日 程：未 定 
未 定  未 定 
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************************************************************* 

教育システム情報学会(JSiSE) 2012 年度第 2 回研究会 報告

************************************************************* 

担当：不破先生，小松川先生，野崎先生，布施先生 

 

■テーマ ：ICT を活用した学習支援と教育の質保証／一般 

■開催日 ：2012 年 7月 15 日(日) 

■会 場 ：北海道大学情報教育館 

■発表件数：29件 

■参加者 ：66 名 

 

≪実施報告≫ 

今年度の第２回研究は、北海道大学にて、本学会の北海道支部の設立記念会と連動して実施さ

れました。前迫孝憲会長をはじめ、北海道地区のみならず、全国各地から多くの皆様が参加さ

れました。学習コンテンツの開発・評価、ICT を活用した教育など学習支援に関連した発表が

多く見られました。その学習対象者は、高等学校・高専や大学だけに限定されず、社会人教育、

企業内での教育など幅広い分野をカバーできていたこと、教育の質保証のために教育評価が十

分に検討されていたこと、などが特筆すべき点としてあげられます。各発表の質疑では数多く

の質問が出されて、充実した議論ができた研究会であったと思います。 

 

  北海道支部 Web ページ：http://jsise.iic.hokudai.ac.jp/ 

 

 

■JSiSE 会員の方で「研究報告」の年間購読をご希望の方は、事務局までご連絡ください。 

 この機会にぜひ年間購読されますようおすすめいたします。                   

 

■年間購読料 4,000円／年6回発行＜送料込＞ 
 

 

 

 

 

◆◇ 研究報告バックナンバーのお求めは ◇◆ 
 

研究報告のバックナンバーを購入ご希望の方は，㈱毎日学術フォーラムまで 

お申し込みください。１部1,300 円（送料共）です。 

  

 株式会社 毎日学術フォーラム 

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1-1-1 パレスサイドビル2階 

TEL : 03-6267-4550  FAX : 03-6267-4555 

Mail : maf－sales@mycom.co.jp  

URL : http://maf.mycom.co.jp 
 

  



 5 

「学会誌原稿執筆要領」の一部改定について 
 

2012/7 

教育システム情報学会 学会誌編集委員会 

 
今回，以下のように学会誌原稿執筆要領を改定することとなりましたのでお知らせします． 

 

1) 主な改定内容 

二重投稿に関する規程を明確化します．二重投稿と判断する対象の刊行物と，それらに

対する例外を明示します．本学会に投稿された論文と類似した内容の論文を他学会に投

稿することも禁止されます． 

 

2) 具体的な改定内容 

原稿執筆要領の改定箇所は以下の下線部の通りです．全文は学会ホームページおよび学

会誌に掲載します． 

 

（前略） 

3．論文投稿の条件 

1) 投稿者は原則として本会会員に限る．但し 2 名以上の連名で投稿した場合は，その

うちの少なくとも 1 名は本会会員であること． 

2) 投稿された論文が，投稿者あるいは連名者が執筆した論文で定期刊行物（国内外の

学術雑誌，商業雑誌，大学・研究所紀要等）や単行本，並びにこれらに準ずる媒体

に投稿中あるいは既公刊（電子媒体での刊行を含む）のものと，実質的に内容が同

一もしくは主要部分が類似している場合は二重投稿と判断し，原則として論文審査

の対象としない．ただし，投稿者あるいは連名者が執筆した以下の刊行物は，二重

投稿の判断の対象とはしない． 

(a) 研究会論文，大会予稿集掲載論文，国際会議予稿集掲載論文，技術報告 

(b) 卒業論文，修士論文，博士論文 

(c) 科研費などの研究報告書 

(d) 本学会のショートノートや実践速報として掲載された論文（投稿論文を原著論

文または実践論文の種別で投稿する場合に限る） 

(e) その他，編集委員会が認める刊行物 

3) 編集委員会が二重投稿と判断した場合，採録された論文の取り消しを含め罰則を科

す場合がある． 

4) 投稿論文には，他の著作物から内容を引用して説明することができる．その場合，

著作権法第 32 条に従って引用し，本執筆要領「5．執筆の要領」の「参考（引用）

文献」の表記に従うこと． 

5) 本学会に論文を投稿中もしくは論文の採録決定後に，実質的に内容が同一あるいは

主要部分が類似した論文を他の学会に投稿してはならない． 

（後略） 

 

3) 改定実施日 

新投稿規定の発効は 2012 年 9 月 1 日とします．  
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国際会議のご案内は、教育システム情報学会の会員のみなさんからの紹介や、イン

ターネット上で流れている CFP 情報をもとに編集されています。会員のみなさんに紹

介したい国際会議などがありましたら、ご連絡ください。 

また、実際に国際会議に参加されたレポートなどを送っていただければ今後の国際

会議の案内作成の際に大変参考になりますので、そちらのほうもお待ちしております。 
 

 

2013 年 7 月開催  

☆HCI International 2013: 15th International Conference on Human-Computer Interaction 

・開催期間：21 - 26 July 2013 

・開催地：Las Vegas, Nevada, USA 

・URL: http://www.hcii2013.org/ 

・論文投稿スケジュール：Abstracts for Papers in 800 words: Friday, 12 October 2012 (募集中)  

Abstracts for Posters in 300 words: Friday, 1 February 2013 (募集中)  

 

☆New Technology and User Experience for Next Educational Environment 

(Organized Session in HCI International 2013) 

・URL: http://www.stein.cite.tohoku.ac.jp/hcii2013-edu/ 

・論文投稿スケジュール：Friday, 7 September 2012 with extended abstract of 800 words (募集中)  

 

2013 年 6 月開催  

☆ICEL 2013: 8th International Conference on e-Learning 

・開催期間： 27 - 28 June 2013 

・開催地： Cape Town, South Africa 

・URL: http://academic-conferences.org/icel/icel2013/icel13-call-papers.htm 

・論文投稿スケジュール：Abstract deadline: 6 December 2012 (募集中)  

Full Paper deadline: 24 January 2013  

 

☆KES IIMSS 2013: 

 6th International Conference on Intelligent Interactive Multimedia Systems and Services 

・開催期間： 26 - 28 June 2013 

・開催地： Sesimbra, Portugal 

・URL: http://iimss-13.kesinternational.org 

・論文投稿スケジュール：Submission of Papers: 6 January 2013 (募集中)  

 

☆EdMedia 2013: World Conference on Educational Media and Technology 

・開催期間：June 24-28, 2013 

・開催地：Victoria, BC, Canada  

・URL: http://www.aace.org/conf/edmedia/ 

・論文投稿スケジュール：Submissions Deadline: December 12, 2012 (募集中)  

 

☆CSCL 2013: 10th International Conference on Computer Supported Collaborative Learning 

・開催期間： June 15-19, 2013 

・開催地： University of Wisconsin, Madison, USA 

・URL: http://www.isls.org/cscl2013/ 

・論文投稿スケジュール：Submission deadline (Full papers and short papers):November 2, 2012 (募集中)  

 

☆UMAP 2013: The 21st Conference on User Modeling, Adaptation, and Personalization  

・開催期間：June 10-14, 2013 

・開催地：Rome, Italy 

・URL: http://www.umap2013.org/ 

・論文投稿スケジュール： (TBA)  

国際会議のご案内 
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2013 年 3 月開催  

☆SITE 2013: The 24th annual conference of the Society for Information Technology and Teacher Education 

・開催期間： March 25 - 29, 2013 

・開催地： New Orleans, Louisiana, USA 

・URL: http://site.aace.org/conf/ 

・論文投稿スケジュール： Call for Presentations Due: October 25, 2012 (募集中)  

 

☆IUI 2013: International Conference on Intelligent User Interfaces 

・開催期間：March 19 - 22, 2013 

・開催地：Santa Monica, USA 

・URL: http://iuiconf.org/ 

・論文投稿スケジュール：Papers (Abstract) deadline: October 15, 2012 (募集中)  

Papers (final papers) deadline: October 22, 2012  

 

2013 年 2 月開催  

☆eLmL 2013, The Fifth International Conference on Mobile, Hybrid, and On-line Learning 

・開催期間： February 24 - March 1, 2013 

・開催地： Nice, France 

・URL: http://www.iaria.org/conferences2013/eLmL13.html 

・論文投稿スケジュール： Submission deadline: September 29, 2012 (募集中)  

 

☆WBE 2013: The 10th IASTED International Conference on Web-based Education 

・開催期間： February 13-15, 2013 

・開催地：Innsbruck, Austria 

・URL: http://www.iasted.org/conferences/cfp-792.html 

・論文投稿スケジュール：Submissions Due September 17, 2012 (募集中)  

 

2012 年 11 月開催  

☆ICCE 2012: The 20th International Conference on Computers in Education 

・開催期間：November 26-30, 2012 

・開催地：Singapore, Singapore 

・URL: http://lsl.nie.edu.sg/icce2012/ 

・論文投稿スケジュール：Full/ Short/ Poster papers submission deadline: May 14, 2012  

 

2012 年 10 月開催  

☆ACMMM2012: The 20th ACM International Multimedia Conference  

・開催期間：Oct 29 - Nov 2, 2012 

・開催地：Nara, Japan 

・URL: http://www.acmmm12.org/ 

・論文投稿スケジュール:Full paper submission (abstract): Apr 2, 2012  

Full paper submission (manuscript): Apr 9, 2012 

Short paper submission: Apr 9, 2012  

 

☆ECEL-2012: 11th European Conference on e-Learning  

・開催期間：October 26-27, 2012 

・開催地：Groningen, The Netherlands  

・URL: http://academic-conferences.org/ecel/ecel2012/ecel12-call-papers.htm 

・論文投稿スケジュール:Abstract submission deadline: April 7, 2012  

Full paper due for review: May 26, 2012  

 

☆LINQ: 1st European Conference Learning Innovations and Quality  

・開催期間：October 23, 2012 

・開催地：Brussels, Belgium 

・URL: http://www.learning-innovations.eu/ 

・論文投稿スケジュール：Paper submission deadline: July 10, 2012  
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☆CELIA 2012: IADIS International Conference on Cognition and Exploratory Learning in Digital Age  

・開催期間：October 19-21, 2012 

・開催地：Madrid, Spain 

・URL: http://www.celda-conf.org 

・論文投稿スケジュール：Submission Deadline: July 27, 2012  

 

☆AAOU2012: The 26th Annual Conference of Asian Association of Open Universities 

・開催期間：October 16-18, 2012 

・開催地：Chiba, Japan 

・URL: http://aaou2012.ouj.ac.jp/ 

・論文投稿スケジュール：Abstract submission: Jun 15, 2012  

Full paper submission: Jul 31, 2012  

 

☆E-LEARN 2012  

・開催期間：October 9-12, 2012 

・開催地：Montreal, Quebec, Canada 

・URL: http://www.aace.org/conf/elearn/ 

・論文投稿スケジュール：Call for Participation: Due May 25th, 2012  

 

☆FIE 2012: 2012 Frontiers in Education Conference  

・開催期間：October 3-6, 2012 

・開催地：Seattle, Washington, USA 

・URL: http://fie2012.org/ 

・論文投稿スケジュール：Abstracts Due: January 31, 2012  

Papers Due: July 1, 2012  
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下記の皆様方が、新しくご入会されました。 

 

●新入会正会員・準会員                      2012/6～2012/7 
会員番号 名前 所属機関        所属部署 推薦者 会員種別 

JSｉSE-A1203185 大塚意生 日本メディア教育株式会社  正会員 

JSiSE-Ａ1203186 片野俊行 ＴＤＭコンサルティング㈱ 仲林・鈴木 正会員 

JSiSE-A1203187 森田晃子 ＴＤＭコンサルティング㈱ 仲林・鈴木 正会員 

JSiSE-A1203188 川口陽司 長野県岡谷東高等学校  正会員 

JSiSE-A1203189 田中佳子 日本工業大学 工学部  正会員 

JSiSE-A1203190 安浪誠祐 熊本大学 大学教育機能開発総合研究ｾﾝﾀｰ 合田美子 正会員 

JSiSE-A1203191 鎌田裕一郎 株式会社サイバーネットワーク 前迫孝憲 正会員 

JSiSE-A1203192 趙 珂 日本工業大学 工学研究科 片山滋友 準会員 

JSiSE-A1203193 西原明法 東京工業大学 社会理工学研究科  正会員 

JSiSE-A1203194 清水広久 埼玉成恵会病院 外科  正会員 

JSiSE-A1203195 宮本貴朗 大阪府立大学 現代システム科学域  正会員 

JSiSE-A1203196 國井 淳 株式会社 クリプトン 教育事業部  正会員 

JSiSE-A1203197 中村大介 株式会社 クリプトン 教育事業部  正会員 

JSiSE-A1203198 田中宏季 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科  準会員 

JSiSE-A1203199 米山 基 ㈱早稲田総研ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 情報事業本部  準会員 

JSiSE-A1203200 劉 飛龍 北見工業大学 電気電子工学専攻  準会員 

JSiSE-A1203201 時田真美乃 信州大学 総合情報センター 不破 泰 正会員 

JSiSE-A1203202 記谷康之 広島修道大学 経済科学部 中田美喜子 正会員 

JSiSE-A1203203 土江田織枝 釧路工業高等専門学校 情報工学科 野口孝文 正会員 

JSiSE-A1203204 王 晨 関西大学 理工学研究科  準会員 

JSiSE-A1203205 矢野芳人 近畿大学 経済学部 鞆 大輔 正会員 

JSiSE-A1203206 石岡利也 ＮＴＴラーニングシステムズ㈱ 教育研修事業部  正会員 

JSiSE-A1203207 中山祐輝 東京工業大学 大学院情報理工学研究科  準会員 

JSiSE-A1203208 坂本達昭 大阪市立大学大学院 生活科学研究科  準会員 

JSiSE-A1203209 亀田真澄 山口東京理科大学 一般基礎  正会員 

 

★☆年会費納付のお願い☆★ 
 2012年度年会費の納付期限は、2012年 8月末とさせていただいております。 

期日までにご入金くださいますようご協力をお願いいたします。前年度以前の未納金がが続きますと、ご入金が

確認できるまで、学会発送物をお止めさせて頂く場合がございます。また、未納が 3 年度分を過ぎますと、規約

により除名手続きを進めさせていただくこととなります。未納のある会員様は事務局までご連絡をいただければ、

期日を過ぎましても受け付けておりますので宜しくお願い致します。 ご不明な点がございましたら、事務局まで

メールにてお問い合わせ下さい。 

        JSiSE事務局 E-mail：secretariat@jsise.org 
※ご登録いただいております情報に変更がございましたら、変更届を事務局までご連絡ください。 

 ご連絡が無い場合、学会発送物がお届けできない場合がございます。 

◎振込先◎                   ◎年会費のご案内◎  

■銀行名  ：ゆうちょ銀行 支店名：019店 

■当座預金：0709632 ※電信振替：00180-6-709632 

■口座名義：教育システム情報学会 

■正会員：7,000円 

■準会員：4,000円 

■企業･団体会員：50,000円 

■研究報告年間購読：4,000円 

■入会金：1,000円（初年度のみ） 
■銀行名  ：池田泉州銀行 支店名：上新庄支店 

■普通預金：13440 

■口座名義：教育システム情報学会 家本 修 
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≪他学会への後援・協賛のご報告≫   ※掲載順不同・敬称略 

Ⅰ.千葉県高等学校教育研究会  

『第 5回全国高等学校情報教育研究会全国大会』後援 

 日時：平成 24 年 8月 10 日㈮ 

 会場：東京情報大学  

 

Ⅱ.日本感性工学会  

 『第 14 回日本感性工学会大会』協賛 

 日時：平成 24 年 8月 30 日(木)～9月 1日(土) 

 会場：東京電機大学 東京千住キャンパス  

 

Ⅲ.日本工学教育協会 

 『平成 24 年度工学教育研究講演会』協賛 

 日時：平成 24 年 8月 22 日(水)～24 日(金) 

 会場：芝浦工業大学 豊洲キャンパス 

 

Ⅳ.フジサンケイビジネスアイ（日本工業新聞社） 

 『e-Learning Awards 2012 フォーラム』協賛 

日時：平成 24 年 11 月 28 日(水)～30 日(金) 

会場：東京・秋葉原 UDX ギャラリー 

 

Ⅴ.日本リハビリテーション工学協会ＳＩＧ「姿勢保持」 

 『ＳＩＧ姿勢保持講習会 2012』協賛 

 日時：平成 24 年 8月 26 日(日) 9：30～16：30 

 会場：熊本総合医療リハビリテーション学院 

 

Ⅵ.情報オリンピック日本委員会 

 『第 12 回日本情報オリンピック』後援 

 日時：平成 24 年 12 月に予選 

平成 25 年 2 月本選 

9 月に国際情報オリンピックに出場 

 

Ⅶ.情報処理学会 

 『情報教育シンポジウム SSS2012』協賛 

 日時：平成 24 年 8月 20 日(月)～22 日(水) 

 会場：静岡県 三保園ホテル 

 

Ⅷ.モバイル学会 

 『シンポジウム:モバイル’13』協賛 

 日時：平成 25 年 3月 7 日(木)・8日(金) 

 会場：青山学院大学 青山キャンパス 

 

 

≪島根大学教育学部 技術科･情報教育分野の教員公募について≫ 
1. 職名及び人数 教授，准教授のいずれか１名 

2. 所    属 教育学部 人間生活環境教育講座 

3. 専 門 分 野 ICT 活用教育，技術科教育 

4. 担当授業科目等 学部教育では，情報科学(分担)，初等教育の方法と ICT 活用，中等教育の方法と ICT 活用，

教育情報処理論，教育情報処理演習などの情報教育に関する科目と，技術科教育法概説，

技術科教育臨床，技術科教育法特講Ⅰ・Ⅱなどの中学校技術科の教科教育に関する科目を

担当する。大学院教育では，情報リテラシー開発演習，中等技術科内容開発研究Ⅰ・Ⅱ，

技術科教科内容構成課題研究Ⅰ・Ⅱなどを担当する。 

5. 応 募 資 格 1) 博士の学位を有する者。又は、これと同等の研究業績を有すると認められる者。 

2) e ラーニング、マルチメディア教材などの ICT（情報通信技術）を活用した教材教育や情

報処理技術に関して、その基礎理論や実践的な教育に関わる教育・研究ができる者。また、

中学校技術科の教科教育法に関わる教育・研究もできる者。さらに，教育・研究のみなら

ず，教育現場との連携や学部運営に対しても熱意のある者。 

3) 将来的に教育学研究科現職教員１年短期履修コースの授業を担当できる者。 

4) 専攻分野に関して教育歴を有する者。 

 5) 松江市近郊に居住可能な者。 

６． 採用予定時期 平成 25 年 4 月 1 日 

７． 提 出 書 類 1) 教員の個人調書（所定の様式による） 

2) 業績リスト [所定の様式により，著書，論文（査読の有無を明示），その他、諸論文に区

分して記載すること] 

3) 主要な論文５報の別刷またはコピーを各１部 

4) これまでの研究全体の説明書（書式自由で 600～800 字程度） 

5) 今後の教育・研究に関する抱負（書式自由で 600～800 字程度） 

※提出書類の様式及び記入要領は，本学ホームページ（http://www.shimane-u.ac.jp） 

あるいは JREC-IN（http://jrecin.jst.go.jp）からダウンロードしてください。 

８．応募締め切り 平成 24 年 11 月 16 日（金）必着 

９．書 類 送 付 先 690-8504 島根県松江市西川津町 1060 島根大学教育学部長 秋重 幸邦あて 

         応募封筒には｢教員応募書類在中(技術科･情報教育分野)」と朱書きし簡易書留で送付すること 

10．選 考 方 法 書類選考後面接を行います。（面接に伴う旅費は応募者の負担となります。） 

11．問 い 合 せ 先 島根大学教育学部 高橋 哲也（企画･財務担当副学部長） 

         電話 0852-32-6350（ﾀﾞｲﾔﾙ･ｲﾝ） 電子メール ttetsuya@edu.shimane-u.ac.jp 

12．備    考 本学は，「男女共同参画社会基本法」の趣旨に則り，男女共同参画を推進しています。 

mailto:電子メールttetsuya@edu.shimane-u.ac.jp
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============================================================= 

 新  入  会  員  募  集
       ========================================================== 

 
 教育システム情報学会は、教育分野における情報通信技術の利用に関する学術研究・調査および

情報交換を支援し、教育への情報通信技術の利用を普及させることをその目的としています。 

 定期的に開催される研究会・セミナーなどに、研究成果を発表できることや、 そのほか、定期

刊行物の論文誌やニューズレター、研究報告書などがお手許に届きます。 

 教育分野における情報通信技術の利用に関する学術研究に興味のあるお知り合いの方がおられ

ましたら、是非ご紹介をいただきますようお願い申し上げます。 

 

■お申込み方法■ 

 入会をご希望の方は、入会申込書は学会Ｗｅｂページ（http://www.jsise.org/）に掲載してお

りますので（ＰＤＦファイル）ダウンロードしていいただき、必要事項をご記入の上、 学会事務

局にご郵送または、FAX か、メールにてお送りいただきますようお願いいたします。 

 ご入会の手続きをいたしますので、後日、事務局から入会金や年会費のお支払い方法などの詳し

い資料を送付します。 

 

※現在、本学会開催の研究会等で、会場にて新規お申し込みいただいた方には、 

入会金無料・その場で、学会誌最新刊を進呈させて頂くというキャンペーンを行っております。そ

ちらも、合わせてご案内いただきますようお願い致します。 

  

■学会事務局宛■ 

〒533-0005 大阪市東淀川区瑞光 3丁目 3-25-101 号 

教育システム情報学会事務局 宛 

TEL/FAX 06-6324-7767  Email：secretariat@jsise.org 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

教育システム情報学会 第 38 回通常総会のご案内 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

盛夏の候益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 

さて、本会第38回通常総会を来たる8月23日(木)に、全国大会会場 千葉工業大学にお

いて開催することとなりましたので、ご案内申し上げます。 

皆様、ご参加くださいますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

  ―教育システム情報学会第38回通常総会― 

 

1 開催日時：平成24年8月23日(木) 13：00～ ※全国大会2日目 

 

2 開催会場：千葉工業大学 1号館1101講義室 

 

3 総会議案書は、当日会場入り口付近にて配布いたします。 

 

 また、総会終了後には、功労賞・功績賞・論文賞の表彰式が行われます。 

 こちらの方も引き続き、是非ご参加くださいますよう 

                宜しくお願い申し上げます。 

 



教育システム情報学会 第 37 回全国大会 

開催日：2012 年 8月 22 日（水）・23 日（木）・24日（金） 

会場：千葉工業大学 芝園キャンパス（〒275-0023 千葉県習志野市芝園 2-1-1） 

 

基調講演・特別講演・招待講演・公開フォーラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（ 8 件） 

企画セッション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（57 件） 

１：eラーニング環境のデザインと組織開発・人材育成（7件) 

２：ICT を活用した学習支援システムによる教育の質保証（7件) 

３：続 2・教育機関等連携を支援する教育システムの設計・構築・運用（4件) 

４：次世代教育・学習環境のための新技術とユーザエクスペリエンス（5件) 

５：教育の情報化 －初等・中等教育の取り組みをうけて－（5件) 

６：先進的な学習支援環境のデザイン －実現したい学習は?－（8件) 

７：医療・看護・福祉分野における ICT を活用した教育のデザインと実践・評価（6件) 

８：学習者の主体的、継続的、創造的な学びを支え促進するための研究と実践（7件) 

９：学生研究特別セッション（8件) 

一般講演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（155 件） 

１．eテスティング（4件） 

２．eラーニングコンテンツ（3件） 

３．eラーニングツールの開発（4件） 

４．eラーニングの実践（7件） 

５．HRD・人材育成（4件） 

６．ICT 活用（8件） 

７．Moodle による eラーニング（4件） 

８．ソーシャルメディア（4件） 

９．プログラミング教育（15件） 

１０．ポートフォリオ（3件） 

１１．ユビキタス・モバイル（8件） 

１２．医療・看護（5件） 

１３．遠隔教育（3件） 

１４．仮想現実（4件） 

１５．学習コンテンツ（8件） 

１６．学習環境デザイン（4件） 

１７．学習者特性・行動（3件） 

１８．学習評価・アセスメント（3件） 

１９．協調学習（11 件） 

２０．言語・語学（7件） 

２１．作問学習（6件） 

２２．授業支援（8件） 

２３．授業実践(リメディアル)（4件） 

２４．授業設計・FD（8件） 

２５．情報教育(システム)（3件） 

２６．情報教育(実践)（3 件） 

２７．情報教育(調査)（3 件） 

２８．知的学習支援および先進的な学習支援環境

のデザイン（8件） 

ワークショップ 

１：パネルディスカッション：学校現場のデジタル化に対応した教育環境のシステム化（5件） 

２：ワークショップ：タブレット端末で創る新しい授業のかたち 

－「ページめくり機」から「知識構築促進メディア」への飛躍に向けて(2)－（6件） 

３：チュートリアル：編集担当委員が語る JSiSE 論文投稿入門 

－論文執筆のコツから査読ポイントまで－（4件） 

４：ワークショップ：グローバル人材育成の課題と eラーニングへの期待（4件） 

５：ワークショップ：教材データベース構築における数値情報と文字情報の整合性について（5件） 

６：ワークショップ：成功する！eラーニングコテツ内製化ノウハラ（5件） 

７：ワークショップ：教育におけるクラウドコンピューティングの活用（仮） 
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理

事
／

内
製

化
G
リ

ー
ダ

ー
,
 
株

式
会

社
W
A
R
K
代

表
取

締
役

）

W
S
7

教
育

に
お

け
る

ク
ラ

ウ
ド

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

活
用

（
仮

）

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
中

村
直

人
（

千
葉

工
業

大
学

）
（

仮
）

1
1
:
5
0

1
2
:
5
0

1
2
:
5
0

1
3
:
2
0

1
3
:
2
0

1
3
:
5
0

1
3
:
5
0

1
4
:
5
0

1
5
:
1
0

1
6
:
3
0

A
1
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

践
(
1
)

座
長

：
松

田
岳

士
（

島
根

大
学

）

B
1
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア

座
長

：
山

川
修

（
福

井
県

立
大

学
）

C
1
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

ユ
ビ

キ
タ

ス
・

モ
バ

イ
ル

(
1
)

座
長

：
小

松
川

浩
（

千
歳

科
学

技
術

大
学

）

D
1
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

I
C
T
活

用
(
1
)

座
長

：
吉

根
勝

美
（

南
山

大
学

）

E
1
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

遠
隔

教
育

座
長

：
松

居
辰

則
（

早
稲

田
大

学
）

F
1
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

学
習

環
境

デ
ザ

イ
ン

座
長

：
入

部
百

合
絵

（
豊

橋
技

術
科

学
大

学
）

G
1
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

授
業

設
計

・
F
D
(
1
)

座
長

：
青

木
久

美
子

（
放

送
大

学
）

1
6
:
4
0

1
8
:
0
0

A
2
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

践
(
2
)

座
長

：
宮

地
功

（
岡

山
理

科
大

学
）

B
2
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ

座
長

：
西

端
律

子
（

畿
央

大
学

）

C
2
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

ユ
ビ

キ
タ

ス
・

モ
バ

イ
ル

(
2
)

座
長

：
田

村
恭

久
（

上
智

大
学

）

D
2
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

I
C
T
活

用
(
2
)

座
長

：
村

田
育

也
（

北
海

道
教

育
大

学
）

E
2
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

学
習

者
特

性
・

行
動

座
長

：
新

村
正

明
（

信
州

大
学

）

F
2
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

言
語

・
語

学
(
1
)

座
長

：
石

川
貴

彦
（

名
寄

市
立

大
学

）

G
2
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

授
業

設
計

・
F
D
(
2
)

座
長

：
谷

口
る

り
子

（
大

阪
国

際
大

学
）

1
8
:
1
0

【
大

会
第

１
日

目
】

　
2
0
1
2
年

8
月

2
2
日

（
水

）

昼
休

み

ウ
ェ

ル
カ

ム
パ

ー
テ

ィ
　

【
会

場
：

7
号

館
学

生
食

堂
】

L
1
：

基
調

講
演

前
迫

孝
憲

（
教

育
シ

ス
テ

ム
情

報
学

会
会

長
,
 
大

阪
大

学
大

学
院

人
間

科
学

研
究

科
教

授
）

「
変

化
へ

の
対

応
と

研
究

者
の

役
割

」
【

会
場

：
1
号

館
1
1
0
1
講

義
室

】

K
1
：

企
業

セ
ッ

シ
ョ

ン
【

会
場

：
1
号

館
1
1
0
1
講

義
室

】

L
2
：

特
別

講
演

【
会

場
：

1
号

館
1
1
0
1
講

義
室

】

企
業

展
示

【
会

場
：

8
号

館
2
階

】

13



開
始

終
了

A
会

場
【

8
2
0
2
講

義
室

】
B
会

場
【

8
2
0
3
講

義
室

】
C
会

場
【

8
2
0
4
講

義
室

】
D
会

場
【

8
2
0
5
講

義
室

】
E
会

場
【

8
2
0
6
講

義
室

】
F
会

場
【

8
2
0
7
講

義
室

】
G
会

場
【

8
2
0
8
講

義
室

】
H
会

場
【

8
2
0
9
講

義
室

】
企

業
展

示

9
:
0
0

1
0
:
2
0

A
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

ツ
ー

ル
の

開
発 座

長
：

辻
靖

彦
（

放
送

大
学

）

B
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
(
1
)

座
長

：
香

川
考

司
（

香
川

大
学

）

C
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

学
習

評
価

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト 座
長

：
井

上
祥

史
（

岩
手

大
学

）

D
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

授
業

実
践

（
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
）

座
長

：
千

田
和

範
（

釧
路

工
業

高
等

専
門

学
校

）

E
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

知
的

学
習

支
援

お
よ

び
先

進
的

な
学

習
支

援
環

境
の

デ
ザ

イ
ン

(
1
)

座
長

：
吉

川
厚

（
東

京
工

業
大

学
）

F
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
(
※

9
:
0
0
-
1
0
:
0
0
)

言
語

・
語

学
(
2
)

座
長

：
加

藤
由

香
里

（
東

京
農

工
大

学
）

G
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

H
R
D
・

人
材

育
成

座
長

：
河

野
稔

（
兵

庫
大

学
）

1
0
:
3
0

1
1
:
5
0

A
4
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

M
o
o
d
l
e
に

よ
る

e
ラ

ー
ニ

ン
グ 座

長
：

光
原

弘
幸

（
徳

島
大

学
）

B
4
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
(
2
)

座
長

：
不

破
泰

（
信

州
大

学
）

C
4
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

仮
想

現
実

座
長

：
佐

々
木

整
（

拓
殖

大
学

）

D
4
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

協
調

学
習

(
1
)

座
長

：
宮

原
俊

之
（

明
治

大
学

／
熊

本
大

学
）

E
4
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

知
的

学
習

支
援

お
よ

び
先

進
的

な
学

習
支

援
環

境
の

デ
ザ

イ
ン

(
2
)

座
長

：
長

谷
川

忍
（

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
）

F
4
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
(
※

1
0
:
1
0
-
1
1
:
5
0
)

医
療

・
看

護

座
長

：
真

嶋
由

貴
恵

（
大

阪
府

立
大

学
）

G
4
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

情
報

教
育

（
実

践
）

座
長

：
鈴

木
克

明
（

熊
本

大
学

）

1
1
:
5
0

1
2
:
5
0

1
2
:
5
0

1
3
:
5
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
5
:
2
0

1
8
:
0
0

T
A
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
１

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

環
境

の
デ

ザ
イ

ン
と

組
織

開
発

・
人

材
育

成

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
仲

林
清

（
千

葉
工

業
大

学
）

,
 
松

居
辰

則
（

早
稲

田
大

学
）

,
 
加

藤
泰

久
（

N
T
T
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

）
,
 
櫻

井
良

樹
（

N
E
C

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

座
長

：
仲

林
清

（
千

葉
工

業
大

学
）

,
 
櫻

井
良

樹
（

N
E
C

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

T
B
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
２

I
C
T
を

活
用

し
た

学
習

支
援

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
教

育
の

質
保

証

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
不

破
泰

（
信

州
大

学
）

,
小

松
川

浩
（

千
歳

科
学

技
術

大
学

）
,
 
野

崎
浩

成
（

愛
知

教
育

大
学

）
,
 
布

施
泉

（
北

海
道

大
学

）

座
長

：
不

破
泰

（
信

州
大

学
）

,
布

施
泉

（
北

海
道

大
学

）

T
C
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
３

続
2
・

教
育

機
関

等
連

携
を

支
援

す
る

教
育

シ
ス

テ
ム

の
設

計
・

構
築

・
運

用

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
小

西
達

裕
（

静
岡

大
学

）
,

安
間

文
彦

（
電

気
通

信
大

学
）

座
長

：
小

西
達

裕
（

静
岡

大
学

）

T
D
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
４

次
世

代
教

育
・

学
習

環
境

の
た

め
の

新
技

術
と

ユ
ー

ザ
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
佐

々
木

整
（

拓
殖

大
学

）
,

妻
鳥

貴
彦

（
高

知
工

科
大

学
）

,
 
三

石
大

（
東

北
大

学
）

座
長

：
佐

々
木

整
（

拓
殖

大
学

）
,

妻
鳥

貴
彦

（
高

知
工

科
大

学
）

T
E
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
５

先
進

的
な

学
習

支
援

環
境

の
デ

ザ
イ

ン
 
－

実
現

し
た

い
学

習
は

?
－

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
林

雄
介

（
名

古
屋

大
学

）
,

小
島

一
晃

（
早

稻
田

大
学

）
,
 
東

本
崇

仁
（

東
京

理
科

大
学

）
,
 
柏

原
昭

博
（

電
気

通
信

大
学

）

座
長

：
林

雄
介

（
名

古
屋

大
学

）
,

東
本

崇
仁

（
東

京
理

科
大

学
）

T
F
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
６

医
療

・
看

護
・

福
祉

分
野

に
お

け
る

I
C
T
を

活
用

し
た

教
育

の
デ

ザ
イ

ン
と

実
践

・
評

価

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
真

嶋
由

貴
恵

（
大

阪
府

立
大

学
）

,
 
丹

羽
雅

之
（

岐
阜

大
学

）
,
 
柴

田
喜

幸
（

産
業

医
科

大
学

）
,
 
中

村
裕

美
子

（
大

阪
府

立
大

学
）

座
長

：
柴

田
喜

幸
(
産

業
医

科
大

学
）

,
 
真

嶋
由

貴
恵

(
大

阪
府

立
大

学
）

T
G
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
７

学
習

者
の

主
体

的
,
 
継

続
的

,
 
創

造
的

な
学

び
を

支
え

促
進

す
る

た
め

の
研

究
と

実
践

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
合

田
美

子
（

熊
本

大
学

）
,

青
木

久
美

子
（

放
送

大
学

）
,
 
小

松
川

浩
（

千
歳

科
学

技
術

大
学

）
,
 
西

野
和

典
（

九
州

工
業

大
学

）

座
長

：
西

野
和

典
（

九
州

工
業

大
学

）
,
 
小

松
川

浩
（

千
歳

科
学

大
学

）

T
H
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
８

教
育

の
情

報
化

 
－

初
等

・
中

等
教

育
の

取
り

組
み

を
う

け
て

－

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
鷹

岡
亮

（
山

口
大

学
）

,
西

端
律

子
（

畿
央

大
学

）

座
長

：
西

端
律

子
(
畿

央
大

学
)
,

鷹
岡

亮
(
山

口
大

学
)

1
8
:
5
0

2
0
:
5
0

【
大

会
第

２
日

目
】

　
2
0
1
2
年

8
月

2
3
日

（
木

）

企
業

展
示

【
会

場
：

8
号

館
2
階

】

昼
休

み

L
3
：

招
待

講
演

1
白

井
克

彦
（

放
送

大
学

学
園

理
事

長
,
 
早

稲
田

大
学

学
事

顧
問

）
「

生
涯

学
習

社
会

を
支

え
る

教
育

シ
ス

テ
ム

技
術

」
【

会
場

：
1
号

館
1
1
0
1
講

義
室

】

総
会

　
【

会
場

：
1
号

館
1
1
0
1
講

義
室

】

懇
親

会
　

【
会

場
：

海
浜

幕
張

・
ア

パ
ホ

テ
ル

&
リ

ゾ
ー

ト
<
東

京
ベ

イ
幕

張
>
】
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開
始

終
了

A
会

場
【

8
2
0
2
講

義
室

】
B
会

場
【

8
2
0
3
講

義
室

】
C
会

場
【

8
2
0
4
講

義
室

】
D
会

場
【

8
2
0
5
講

義
室

】
E
会

場
【

8
2
0
6
講

義
室

】
F
会

場
【

8
2
0
7
講

義
室

】
G
会

場
【

8
2
0
8
講

義
室

】
H
会

場
【

8
2
0
9
講

義
室

】
企

業
展

示

9
:
0
0

1
0
:
2
0

A
5
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ン

テ
ン

ツ

座
長

：
中

村
泰

之
（

名
古

屋
大

学
）

B
5
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
(
3
)

座
長

：
小

西
達

裕
（

静
岡

大
学

）

C
5
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

作
問

学
習

(
1
)

座
長

：
平

嶋
宗

（
広

島
大

学
）

D
5
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

協
調

学
習

(
2
)

座
長

：
川

田
博

美
（

名
古

屋
女

子
大

学
）

E
5
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

学
習

コ
ン

テ
ン
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援
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1
)
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）
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育
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）

座
長
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孝
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葉
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学
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,
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先

端
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技

術
大
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）
,
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川
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福
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,
 
松

村
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（

キ
ャ
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青

木
久
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,
 
村

上
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行
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1
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0
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1
1
0
1
講

義
室

】

【
大

会
第

３
日

目
】

　
2
0
1
2
年

8
月

2
4
日

（
金

）
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交通アクセス

京葉線

総武線・
総武線快速

武
蔵
野
線

山
手
線

京葉線

品川

東京

秋葉原

新木場 舞浜 南船橋 海浜幕張 千葉みなと

蘇我

千葉

津田沼船橋西船橋

羽田空港

浜松町 新習志野

天王洲アイル

懇親会会場
アパホテル＆リゾート
東京ベイ幕張

大会会場
千葉工業大学
芝園キャンパス

【JR 東京駅をご利用の場合】

　・「東京駅」ー ( 京葉線＊1 33 分 ) ー「新習志野駅」で下車　南口より徒歩 6分

　・「東京駅」ー ( 総武線快速 ) ー「津田沼駅」ー ( 京成バス「新習志野駅行」15 分 ) ー

　　「千葉工業大学入り口」で下車　徒歩３分　

【羽田空港をご利用の場合】

　・( 東京モノレール ) ー「浜松町駅」ー ( 山手線 東京方面行 6分 )－「東京駅」－（上記の通り）

　・( 東京モノレール ) ー「天王洲アイル駅」－( りんかい線 新木場行 11 分 ) ー「新木場駅」－

　　( 京葉線＊1 蘇我行 26 分 ) ー「新習志野駅」

　・( リムジンバス　約 40 分 ) ー「海浜幕張駅」ー ( 京葉線＊1  東京行 4分 ) ー「新習志野駅」

【JR 千葉駅をご利用の場合】

　・「千葉駅」－( 千葉都市モノレール 4 分 ) ー「千葉みなと駅」－( 京葉線＊1 東京行 13 分 ) ー

　　「新習志野駅」

　・「千葉駅」－( 外房線 6 分 ) ー「蘇我駅」－( 京葉線＊1 東京行 17 分 ) ー「新習志野駅」

　　

＊1）京葉線でお越しの場合，「新習志野駅」は各駅停車しかとまりません．お気をつけ下さい

＊2）京成バス「新習志野駅行」は津田沼駅南口バスのりば 10 番から発車します

＊3)   会場に駐車場はありません．公共交通機関をご利用ください
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総合受付
講堂（基調・招待・特別講演会場）

１号館

８号館 ７号館
（厚生棟）

セッション会場
企業展示会場・コンピュータ室
クローク・休憩室・大会本部

食堂・自動販売機
ウェルカムパーティ会場

新習志野駅方面

ロータリ

守衛所
正門

１２号館

５号館

JR 京葉線／新習志野駅下車　南口から徒歩６分
　　　　　（南口からは点線で示した経路で来られると
　　　　　　迷いにくいです）
JR 総武線／津田沼駅南口下車し，京成バス「新習志野駅行」で
　　　　　「千葉工業大学入口」下車（所要時間１５分）

南口

千葉工業大学
芝園キャンパス

会場図

正門

経路

17



入口

会場図（１号館）

総
合
受
付

基調・招待・特別講演会場
総会会場

入口

入口

 【会場に関するご案内】

　１）　発表会場では無線 LANをご利用できます．また，8号館 1階の

　　　　コンピュータ演習室を休憩室としてご利用頂くことができます．

　　　　コンピュータ演習室では，コンピュータ利用およびプリントの

　　　　サービスを行っております．

　２）　喫煙は構内指定場所にて行って頂きますようお願いします．

　３）　一般セッションなどの発表会場となっている８号館にはエレベー

　　　　タが設置されておりません．車いすでお越しの方は補助いたし

　　　　ますので会場係員までお気軽にお声かけください．

　４）　大会期間中，節電のため学内の自動販売機が利用できない箇所

　　　　があります．７号館（厚生棟）内の食堂入り口付近の自動販

　　　　売機が稼働しておりますので，そちらをご利用ください．
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企業展示スペース

企業展示スペース

A会場B会場C会場

D会場 E会場 F会場 G会場 H会場

会場図（８号館）

1階

２階

食堂・自動販売機・喫煙所

ウェルカムパーティ会場へ

総合受付

講堂へ

2階へ

1階へ

クローク

大会本部

休憩室・コンピュータ室
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プレナ幕張

ワールドビジネス
ガーデン

マリブ
ウェスト

マリブ
ダイニング

幕張メッセ

ニューオータニ
幕張

懇親会会場案内

至 新習志野

アウトレット
パーク幕張

アパホテル＆
リゾート
東京ベイ幕張

至 蘇我

歩道橋

懇親会会場名
東京ベイ幕張ホール２階

【懇親会会場】
アパホテル＆リゾート 東京ベイ幕張　東京ベイ幕張ホール 2階
（JR 京葉線「海浜幕張駅」下車　南口より徒歩 10 分程度）

Tel：043-296-1112（宴会専用）
住所：千葉県千葉市美浜区ひび野 2-3
URL：http://www.tokyobay-makuhari.com/

【移動方法】
「新習志野駅」より JR 京葉線 蘇我行／ JR 武蔵野線 海浜幕張行に乗車
1駅目「海浜幕張駅」で下車（乗車時間は 4分ほど）
南口より徒歩 10 分程度

【開催時間】
18:50 ～ 20:50

海浜幕張駅
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講演プログラム【1日目】8月22日（水）

○は講演者です．
◆8月22日（水）9 : 00～11 : 50　ワークショップ

WS1 10 : 00～11 : 50 【会場： 8203講義室】
学校現場のデジタル化に対応した教育環境のシステム化
オーガナイザ： 本田敏明（茨城大学）
登　 壇　 者： 西野和典（九州工業大学），村松祐子（富士通），小田良次（実教出版），本田博行（千葉

県船橋市総合教育センター），田村恭久（上智大学）

WS2 9 : 00～11 : 50 【会場： 8204講義室】
タブレット端末で創る新しい授業のかたち 
―「ページめくり機」から「知識構築促進メディア」への飛躍に向けて （2）―
オーガナイザ： 長谷川忍（北陸先端科学技術大学院大学），柏原昭博（電気通信大学），平嶋宗（広島大学）
登　 壇　 者： 塩田剛（電気通信大学大学院），金義鎭（東北学院大学），山元翔，仁野由彬（広島大学

大学院），後藤達也（NTTコミュニケーションズ），大内広之（横浜国立大学教育人間科
学部附属横浜中学校）

WS3 9 : 00～11 : 50 【会場： 8205講義室】
編集担当委員が語る JSiSE論文投稿入門 
―論文執筆のコツから査読ポイントまで―
オーガナイザ： JSiSE学会誌編集委員会
登　 壇　 者： 仲林清（千葉工業大学），松居辰則（早稲田大学），小西達裕（静岡大学），林雄介（名古

屋大学）

WS4 9 : 30～11 : 50 【会場： 8206講義室】
グローバル人材育成の課題とeラーニングへの期待
オーガナイザ： 役誠雄（富士通），仲林清（千葉工業大学），北村士朗（熊本大学），加藤泰久（NTT

ラーニングシステムズ），柴田喜幸（産業医科大学）
登　 壇　 者：

WS5 9 : 30～11 : 50 【会場： 8207講義室】
教材データベース構築における数値情報と文字情報の整合性について
オーガナイザ： 吉根勝美（南山大学），野崎浩成（愛知教育大学），長谷川信（岐阜聖徳学園大学短期大

学部），磯本征雄（名古屋女子大学）
登　 壇　 者： 寺尾敦（青山学院大学），吉根勝美（南山大学），野崎浩成（愛知教育大学），山住富也

（名古屋文理大学），長谷川信（岐阜聖徳学園大学短期大学部）

WS6 9 : 00～11 : 50 【会場： 8208講義室】
成功する！ eラーニングコンテンツ内製化ノウハウ
オーガナイザ： 長瀬昭彦（日本e-Learningコンソシアム理事／内製化Gリーダー，WARK代表取締役）
登　 壇　 者： 秋山敏夫（日本eラーニングコンソシアム），長瀬昭彦（WARK），石井幸雄（アイラーニ

ング・ドリームス），田中宏幸（ゴロワーズ），横江功司（WARK）

WS7  【会場： 8209講義室】
教育におけるクラウドコンピューティングの活用（仮）
オーガナイザ： 中村直人（千葉工業大学）（仮）
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◆8月22日（水）9 : 00～11 : 50　企画セッション

TI：企画（学生研究特別） 【会場： 8202講義室】
座長：小松川浩（千歳科学技術大学），不破泰（信州大学） 

オーガナイザ：小松川浩（千歳科学技術大学）

TI-1 頻出する同義語の提示による論文の単語推敲支援 
○熊本聖，竹内章（九州工業大学大学院）

TI-2 注視点分析を利用したエージェントの人間／非人間判断方法の実験的検討 
○田和辻可昌（早稲田大学大学院），小島一晃，松居辰則（早稲田大学）

TI-3 視覚的なアノテーション手法を用いたプレゼンテーション・リハーサル支援方法の提案 
○渡邊悠人，岡本竜（高知大学）

TI-4 アマチュア奏者のための和音演奏におけるチューニング支援の検討 
○玉谷栄教，新浩一，西正博，吉田彰顕（広島市立大学大学院）

TI-5 モンゴル語による日本語学習教材の構成法と評価 
○斯日貢，中平勝子，福村好美（長岡技術科学大学）

TI-6 iPad用モバイルラーニングアプリケーションの開発と義務教育における実証評価 
○牛嶋優佑，平谷修平，小松川浩（千歳科学技術大学大学院）

TI-7 学習指導案の共有のための授業意図の対応付けと可視化 
○高山宏規（名古屋大学大学院），林雄介（名古屋大学）

TI-8 コンピュータビジョンによるリアルタイム運動解析システムの高精度化 
○中川玄（大阪工業大学大学院），藤井研一（大阪工業大学）

◆8月22日（水）12 : 50～13 : 20　基調講演

L1：基調講演 【会場： 1号館1101講義室】
 変化への対応と研究者の役割 

○前迫孝憲（教育システム情報学会会長，大阪大学大学院）

◆8月22日（水）13 : 20～13 : 50　特別講演

L2：特別講演 【会場： 1号館1101講義室】
 文部科学省に依頼中

◆8月22日（水）13 : 50～14 : 50　企業セッション

K1：企業セッション 【会場： 1号館1101講義室】
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◆8月22日（水）15 : 10～16 : 30　一般セッション

A1：一般セッション「eラーニングの実践 （1）」 【会場： 8202講義室】
座長：松田岳士（島根大学）

A1-1 PHPプログラミングのブレンド型授業における自主課題の学生のとらえ方 
○宮地功（岡山理科大学）

A1-2 ゴールベースシナリオ （GBS） 理論に基づく大学事務職員向け学習支援職務eラーニングプログラ
ムの開発 
○野田啓子（熊本大学大学院，立命館アジア太平洋大学），渡邊あや，合田美子，鈴木克明（熊
本大学大学院）

A1-3 高等学校における学習管理システム （Moodle） を活用した授業の設計に関する研究 
○志賀栄文（茨城県立高萩清松高等学校，帝京大学大学院），渡辺博芳（帝京大学大学院）

B1：一般セッション「ソーシャルメディア」 【会場： 8203講義室】
座長：山川修（福井県立大学）

B1-1 大学生のソーシャルメディア利用状況とソーシャルサポートの可能性 
○西端律子，良原誠崇（畿央大学）

B1-2 学生プロジェクトによる携帯端末を用いた学習・学生生活支援システム 
○中桐斉之，上谷成生，中井穂高，内平隆之，米山寛二（兵庫県立大学）

B1-3 ソーシャルブックマークを活用した集合知の抽出と学習支援 
○山本美紀，安間文彦，岡本敏雄（電気通信大学）

B1-4 大学SNSにおける学習コミュニティの分析手法の研究 
○多川孝央（九州大学），山川修（福井県立大学），安武公一，隅谷孝洋（広島大学），井上仁
（九州大学）

C1：一般セッション「ユビキタス・モバイル （1）」 【会場： 8204講義室】
座長：小松川浩（千歳科学技術大学）

C1-1 タブレットPCの可搬性を活かした協調学習支援環境 
○池田大祐（上智大学大学院），田村恭久（上智大学）

C1-2 タブレットPCの位置情報・学習履歴を利用した個別学習支援環境 
○岩本樹（上智大学大学院），田村恭久（上智大学）

C1-3 生徒用電子教科書・教材に要求される機能 
○田村恭久（上智大学）

C1-4 タブレット型端末を用いた受講者・講師間のコミュニケーション支援システム 
○齋藤泰斗，石田裕貴，市川貴仁，岩崎信也，花田真樹，山口崇志，永井保夫（東京情報大学）
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D1：一般セッション「ICT活用（1）」 【会場： 8205講義室】
座長：吉根勝美（南山大学）

D1-1 演習室でのプレゼン発表会におけるチャットに代わるコメント投稿方法 
○梶木克則，桝井猛，那須靖弘（甲子園大学）

D1-2 携帯電話を用いた双方向型多人数講義における授業展開について 
○村田育也（北海道教育大学）

D1-3 VR/AR技術による歴史教育支援システムの構築 
○周欣欣（名古屋文理大学），杉原健一（岐阜経済大学），村瀬孝宏（中京学院大学中京短期大学部）

D1-4 電気回路シュミレータを用いた数学の実験 
○高木和久（高知工業高等専門学校）

E1：一般セッション「遠隔教育」 【会場： 8206講義室】
座長：松居辰則（早稲田大学）

E1-1 乳幼児期から小学生までの育ちを見通す地域人材育成のための遠隔授業を支えるテレビ会議シス
テムとLMSの活用 
○谷塚光典，高柳充利（信州大学），山口美和，橋本一雄（上田女子短期大学）

E1-2 P in P技術を活用した低速ネットワーク回線地域への遠隔教育手法の提案 
○森下孟（信州大学），宮越幸代（長野県看護大学），茅野基（高等教育コンソーシアム信州），
矢部正之（信州大学）

E1-3 異文化理解を促進する教育の為のeラーニングシステムの運用 
○上出祐美加（福井大学大学院），加藤優子（仁愛大学），諏訪いずみ，久保長徳，黒岩丈介，小
高知宏（福井大学大学院），白井治彦（福井大学），篭谷隆弘（仁愛大学）

F1：一般セッション「学習環境デザイン」 【会場： 8207講義室】
座長：入部百合絵（豊橋技術科学大学）

F1-1 e-Learning環境の設定が学習者の要望に与える影響 
○石川貴彦（名寄市立大学）

F1-2 大学におけるタブレット端末を用いた演習について 
○桝井猛，梶木克則，那須靖弘（甲子園大学），吉川博史（太成学院大学）

F1-3 講義形式の授業におけるリアルタイムなフィードバック支援 
○大石千恵，柏原昭博（電気通信大学大学院）

F1-4 Web APIを利用した携帯電話用Moodleクライアントの開発―看護師国家試験学習支援サイトを
想定した試作 
○杉山秀則，芝崎順司，井上洋士，戸ヶ里泰典（放送大学）
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G1：一般セッション「授業設計・FD （1）」 【会場： 8208講義室】
座長：青木久美子（放送大学）

G1-1 期待効用仮説による学習者の自己評価計量技法 （4）―確信度と正答率から出題の妥当性を量る 
○田中規久雄，養老真一，西本実苗（大阪大学），下倉雅行（大阪電気通信大学）

G1-2 エージェント・ベース・シミュレーションによる教員の能力開発制度の分析 
○矢野雄大，吉川厚，寺野隆雄（東京工業大学大学院）

G1-3 授業分析支援のための受講者の三次元可視化手法の検討 
○西口敏司（大阪工業大学），村上正行（京都外国語大学）

G1-4 授業アンケートを用いた授業の総合評価に影響を及ぼす要因の分析 
○谷口るり子（大阪国際大学）

◆8月22日（水）16 : 40～18 : 00

A2：一般セッション「eラーニングの実践 （2）」 【会場： 8202講義室】
座長：宮地功（岡山理科大学）

A2-1 Excel計算式学習のための文字入力型e-learning 
○那須靖弘，梶木克則，桝井猛（甲子園大学）

A2-2 大学コンソーシアム京都におけるe-learning単位互換授業の取り組み 
○阿部一晴（京都光華女子大学），辻健司（大学コンソーシアム京都）

A2-3 通学制大学はeラーニングをどの程度まで実施すべきなのか―リスクヘッジとしての分析手法の
検討― 
○松田岳士，雨森聡，森朋子（島根大学）

A2-4 時間外学習が重要な講義に対するLMSの効果的活用法の検討―広島工業大学におけるMoodleの
活用事例を主として― 
○松本慎平，楠木佳子，三熊祥文，石井義裕（広島工業大学），中島吾妻（トーエイトレーディ
ング）

B2：一般セッション「ポートフォリオ」 【会場： 8203講義室】
座長：西端律子（畿央大学）

B2-1 授業実践に即したMaharaのインターフェイス改善 
○平塚紘一郎（仁愛女子短期大学）

B2-2 eポートフォリオを利用してピアレビューを行う授業実践と評価 
○山川修（福井県立大学）

B2-3 eポートフォリオシステムMaharaにおけるテンプレート配信機能の実装と活用 
○喜久川功（富士常葉大学），森本康彦（東京学芸大学）

C2：一般セッション「ユビキタス・モバイル （2）」 【会場： 8204講義室】
座長：田村恭久（上智大学）

C2-1 タブレット端末を使用したクラウド環境下での教育研修の実践 
○小島章教，狩野康晴（NTTラーニングシステムズ）
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C2-2 モバイルを活用した学びを支援するマルチデバイス対応のeラーニングシステムに関する研究 
○中野裕輔，森田恭介（千歳科学技術大学大学院），山川広人，立野仁（千歳科学技術大学），小
松川浩（千歳科学技術大学大学院）

C2-3 学習者による学習者のためのモバイルラーニングコンテンツ開発 
○汪曙東，岩田淳，廣瀬浩三（島根大学）

C2-4 モバイル環境に対応したプロジェクト型教育支援システムの構築 
○山岸芳夫（金沢工業大学），上野修平（システナ）

D2：一般セッション「ICT活用 （2）」 【会場： 8205講義室】
座長：村田育也（北海道教育大学）

D2-1 ICT-PBL型就業力育成手法と知見 
○河合博子，森本圭祐，中野文平，築雅之，竹上健（高崎商科大学）

D2-2 キャリア教育における多段階相互評価学習の実践と効力感 
○桑原千幸（熊本大学大学院，京都文教短期大学），喜多敏博，合田美子，鈴木克明（熊本大学
大学院）

D2-3 統計計算結果の説明能力の育成を目的とした学習支援システム 
○吉根勝美（南山大学），磯本征雄（名古屋女子大学），長谷川信（岐阜聖徳学園大学短期大学部）

D2-4 対話型教授システム IMPRESSIONによる授業実施記録を再利用可能な授業計画立案システムの提案 
○湯峯晃平，今野文子（東北大学），大河雄一（東北大学大学院），三石大（東北大学）

E2：一般セッション「学習者特性・行動」 【会場： 8206講義室】
座長：新村正明（信州大学）

E2-1 問題解決における構造，状態遷移，手順の効果―秘密箱について― 
○趙珂，横沢悠介，坂本康治（日本工業大学）

E2-2 ソーシャルラーニングへの適性度基礎調査： CSCLにおける学習行動と態度の説明要因 
○合田美子（熊本大学），山田政寛（金沢大学），松河秀哉（大阪大学），畑耕治郎（大手前大
学），安浪誠祐（熊本大学）

E2-3 グループ学生実験におけるコミュニケーション活性化の試み 
○岩根典之，黒澤義明，青山正人（広島市立大学）

F2：一般セッション「言語・語学 （1）」 【会場： 8207講義室】
座長：石川貴彦（名寄市立大学）

F2-1 ブレンド型授業に利用した英語学習Webシステムに対する評価についての一考察 
○武岡さおり，杉村藍（名古屋女子大学短期大学部），宇佐美裕康，アディカリ　チョレンドラ，
尾崎正弘（中部大学大学院）

F2-2 理工系学生を対象とした英語学習支援システムの運用と効果検証 
○加島智子（近畿大学），松本慎平（広島工業大学）

F2-3 調音特徴抽出に基づく発音マップへの英語発音リアルタイム表示 
○入部百合絵（豊橋技術科学大学），森拓郎，桂田浩一，新田恒雄（豊橋技術科学大学大学院）
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F2-4 Excelによる音声合成を使った初心者向け英語学習の検討 
○中村雅典（高崎商科大学短期大学部），竹上健（高崎商科大学）

G2：一般セッション「授業設計・FD （2）」 【会場： 8208講義室】
座長：谷口るり子（大阪国際大学）

G2-1 ARCS動機づけモデルに基づく授業診断システムの構築 
○鈴木雄清（志學館大学，熊本大学大学院），松葉龍一，喜多敏博，鈴木克明（熊本大学大学院）

G2-2 Web-based FDの ID論的検討―FD の現状分析― 
○米谷淳（神戸大学大学），合田美子（熊本大学大学院）

G2-3 大学教員の授業設計・振り返り・ソーシャルラーニングを支援するティーチングポートフォリオ
ツールの研究開発 
○青木久美子，辻靖彦（放送大学），篠原正典（佛教大学），仲林清（千葉工業大学）

G2-4 大学教員の ICT活用のためのヒント集の改善 
○森本容介，中川一史，苑復傑（放送大学）
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講演プログラム【2日目】8月23日（木）

◆8月23日（木）9 : 00～10 : 20　一般セッション

A3：一般セッション「eラーニングツールの開発」 【会場： 8202講義室】
座長：辻靖彦（放送大学）

A3-1 学習成果の観点からみたLMS・学習ツール間連携技術の比較検討 
○米山基，中野裕司，久保田真一郎，合田美子（熊本大学大学院）

A3-2 SNS機能を有したWEBシステムによる教育実習支援 
○藤本康平，黒岩丈介，諏訪いずみ（福井大学大学院），白井治彦（福井大学），小高知宏（福井
大学大学院）

A3-3 数学補習用eLearningシステム構築の試み （2） 
○稲葉宏和，桶敏（石川県立大学）

A3-4 教材配信デジタルサイネージのインタラクティブ化 
○光原弘幸（徳島大学大学院）

B3：一般セッション「プログラミング教育 （1）」 【会場： 8203講義室】
座長：香川考司（香川大学）

B3-1 講師・受講者の注目箇所を提示する遠隔講義システムの提案 
○國宗永佳（信州大学），新村正明（信州大学大学院）

B3-2 文系短期大学生に対するプログラミング教育実践報告 
○池村努（北陸学院大学短期大学部）

B3-3 学習支援システムを用いたプログラム教育における自習支援の実践と評価 
○佐藤智紀（公立はこだて未来大学大学院），伊藤恵，奥野拓（公立はこだて未来大学）

B3-4 ボードゲームの戦略プログラミングを題材とした演習実践の結果分析と対戦方法の考察 
○山田航平（香川大学大学院），富永浩之（香川大学）

C3：一般セッション「学習評価・アセスメント」 【会場： 8204講義室】
座長：井上祥史（岩手大学）

C3-1 テキストマイニングを利用した人権教育展示の感想文分析 
○堀井広伸（放送大学大学院，創価学会展示制作部），辻靖彦（放送大学）

C3-2 期待効用仮説による学習者の自己評価計量技法 （3） ―心理学的観点からの一考察― 
○西本実苗，養老真一，田中規久雄（大阪大学），下倉雅行（大阪電気通信大学）

C3-3 ピアアセスメントにおける項目反応理論 
○宇都雅輝，植野真臣（電気通信大学）
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D3：一般セッション「授業実践（リメディアル）」 【会場： 8205講義室】
座長：千田和範（釧路工業高等専門学校）

D3-1 大学生の ICT活用状況の実態調査―学習支援システム設計に関する一考察― 
○大崎理乃（鳥取大学）

D3-2 eラーニングを活用した大学入門講座の検証－明治大学の事例から－ 
○宮原俊之（明治大学，熊本大学大学院）

D3-3 学生の主体的な学習活動を促進させるための新しい教室の作成と教育実践 
○森祥寛，松本豊司，佐藤正英，青木健一（金沢大学）

D3-4 情報を批判的に読み取る力をつけるための教育に関する一考察―クリティカルシンキングの授業
実践例― 
○立野貴之（岡山県立大学大学院），若山昇（帝京大学）

E3：一般セッション「知的学習支援および先進的な学習支援環境のデザイン （1）」 【会場： 8206講義室】
座長：吉川厚（東京工業大学）

E3-1 プレゼンテーションドキュメントの意味的構造作成支援システムの開発 
○柴田康生（電気通信大学大学院），森中翔太朗（電気通信大学），柏原昭博（電気通信大学大学
院），長谷川忍（北陸先端科学技術大学院大学）

E3-2 科学技術文書の論理性を推敲できる文章作成教育システムの構築 
○松本章代，高橋光一（東北学院大学）

E3-3 授業シナリオのモデル化による学習指導案の意味的検索の提案 
○稲葉鉄平（名古屋大学大学院），林雄介（名古屋大学）

E3-4 複数ユーザによるVOD講義用字幕編集システム 
○木村祐介（岡山理科大学大学院），椎名広光，北川文夫（岡山理科大学）

F3：一般セッション「言語・語学 （2）」 【会場： 8207講義室】
座長：加藤由香里（東京農工大学）

F3-1 留学生のための生活日本語共有システムの開発と評価 
○吉野孝（和歌山大学），安曉旭（和歌山大学大学院）

F3-2 韓国語学習におけるビデオレポート活用の効果 
○畑耕治郎，村上純，田中秀樹（大手前大学）

F3-3 関心と学習段階に適応して言語使用場面型タスクを推薦する 日本語学習ナビゲーションシステ
ムの形成的評価 
○甲斐晶子，根本淳子，松葉龍一，鈴木克明（熊本大学大学院）

G3：一般セッション「HRD・人材育成」 【会場： 8208講義室】
座長：河野稔（兵庫大学）

G3-1 オンライン学習者コンピテンシー標準をどう活用すればよいか 
○鈴木克明（熊本大学大学院）
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G3-2 プロジェクトマネジメント知識体系を学ぶための教材開発 
○大島直樹（山口大学大学院）

G3-3 講師力の定義・構造化と有用性の検証 ～研修事業会社の講師力向上への取組みを例として～ 
○千葉佑介（富士通ラーニングメディア，熊本大学大学院），北村士朗，喜多敏博，合田美子
（熊本大学大学院）

G3-4 情報処理能力育成と教育の質保証の関係 （2） 
○金山茂雄（拓殖大学）

◆8月23日（木）10 : 30～11 : 50　一般セッション

A4：一般セッション「Moodleによるeラーニング」 【会場： 8202講義室】
座長：光原弘幸（徳島大学）

A4-1 教材オブジェクトによるeラーニングコンテンツ流通再利用の実現 
○森本容介（放送大学），仲林清（千葉工業大学）

A4-2 Moodleの初等教育への最適化 ―UIおよび言語パックの検討― 
○篭谷隆弘（仁愛大学），白井達也（鈴鹿工業高等専門学校）

A4-3 柔軟な協調学習環境を実現するGoogle Docs・Moodle連携システムの開発 
○石井嘉明，久保田真一郎，北村士朗，中野裕司（熊本大学大学院）

A4-4 ストリーミング配信映像と連携した双方向型教材作成機能の開発 
○辻靖彦，杉山秀則，芝崎順司（放送大学）

B4：一般セッション「プログラミング教育 （2）」 【会場： 8203講義室】
座長：不破泰（信州大学）

B4-1 JFLAPを応用した初心者向けの学習支援ツール 
○白神佑典（香川大学大学院），香川考司（香川大学）

B4-2 プログラム間の類似性の定量化手法 
○小田悠介，上村康輔，若林茂（神戸市立工業高等専門学校）

B4-3 競争型学習を取り入れた初級Cプログラミング演習におけるモニタリング機能の開発 
○西村智治，蔵本幸司，富永浩之（香川大学）

C4：一般セッション「仮想現実」 【会場： 8204講義室】
座長：佐々木整（拓殖大学）

C4-1 ミックスト・リアリティ・システムの教育利用と課題 
○井上祥史（岩手大学），伊藤敏（岐阜聖徳学園大学）

C4-2 視触覚メディアを用いた印象評価における画像のテクスチャの影響 
○田井眞直子（早稲田大学大学院），小島一晃，松居辰則（早稲田大学）

C4-3 3DCG造形のためのゲーム型空間認知操作トレーニング 
○植野雅之（大阪電気通信大学），和田慎二郎（プール学院大学短期大学部），蘆田昇（福井工業
高等専門学校），木田豊（京都嵯峨芸術大学）
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C4-4 反復運動における運動特性の改善支援機構の構築 
○濱上佳祐（徳島大学大学院），松浦健二，金西計英（徳島大学）

D4：一般セッション「協調学習 （1）」 【会場： 8205講義室】
座長：宮原俊之（明治大学／熊本大学）

D4-1 集団用リハビリ教材における難易度調整機能の開発 
○千田和範，野口孝文，稲守栄（釧路工業高等専門学校）

D4-2 仮想システムと実システムが連携可能なプロジェクト型学習教材の開発 
○稲守栄，千田和範，野口孝文（釧路工業高等専門学校）

D4-3 グループ討議演習支援システムの試作 
○高井久美子，渡辺博芳（帝京大学大学院，帝京大学），前川司，李依朔，佐々木茂（帝京大学
大学院），古川文人（帝京大学大学院，帝京大学）

D4-4 テキストベースCMCの促進方法を探るための基盤となるWebアプリケーションの開発 
○村上郷（東北大学大学院），三池克明（佐久大学信州短期大学部），斐品正照（東北大学大学
院，東京国際大学），浅羽修丈（北九州市立大学），大河雄一（東北大学大学院），三石大（東北
大学）

E4： 一般セッション「知的学習支援および先進的な学習支援環境のデザイン （2）」 【会場： 8206講義室】
座長：長谷川忍（北陸先端科学技術大学院大学）

E4-1 マンガ描画技法が学習者に与える印象の分析―マンガ教材の品質改善に向けて― 
○内田瑛（東京工業大学大学院），高橋徹（横浜国立大学），國上真章（東京工業大学大学院），
折田明子（慶應義塾大学），寺野隆雄，吉川厚（東京工業大学大学院）

E4-2 Web教材のユーザビリティに考慮した学習メモ機能の開発 
○宇佐美裕康（中部大学大学院），武岡さおり，杉村藍（名古屋女子大学短期大学部），アディカ
リチョレンドラ，足達義則，尾崎正弘（中部大学大学院）

E4-3 データベースソフトウェアの活用―外国語授業における教材提示の円滑化と授業の活性化に向け
て― 
○神谷健一（大阪工業大学），三浦由香利（神戸市外国語大学），高木美菜子（日本ロシア語教育
研究会），田原憲和（立命館大学），池谷尚美（首都大学東京），柿原武史（南山大学），川口陽子
（神戸大学），黒田恵梨子，堂浦律子，井上昭彦（京都外国語大学），金善美（大手前大学）

E4-4 多人数クラスにおける効果的な授業実践を目的とした運用と ICT活用に関する検討 
○宮本貴朗，真嶋由貴恵（大阪府立大学）
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F4：一般セッション「医療・看護」 【会場： 8207講義室】
座長：真嶋由貴恵（大阪府立大学）

F4-1 医療従事者パフォーマンス改善プロジェクトにおける現状分析―94床急性期病院の取り組み事
例― 
○廣庭晴香（社会医療法人緑泉会整形外科米盛病院，熊本大学大学院），白木信義（社会医療法
人緑泉会整形外科米盛病院），岩永康之（社会医療法人緑泉会整形外科米盛病院，熊本大学大学
院），森田晃子（TDMコンサルティング），早川勝夫，鈴木克明（熊本大学大学院）

F4-2 薬剤師国家試験対策ソフトMentor_IIにおける被験者の学習記録の解析 
○齋藤充生（帝京平成大学），頭島武（環境未来），石井竹夫，稲津教久，林譲（帝京平成大学）

F4-3 ビデオ教材を使用した医療者用教育コースの現状と今後の展望―患者急変対応コース for Nurses 
〈KIDUKIコース〉― 
○荒井直美（熊本大学大学院，国家公務員共済組合連合会シミュレーション・ラボセンター），
鈴木克明（熊本大学大学院）

F4-4 ID初心者が IDを体感するための ID学習会方略―既存心肺蘇生講習会の三変化― 
○岩永康之，廣庭晴香（熊本大学大学院），森田晃子（TDMコンサルティング），早川勝夫，鈴
木克明（熊本大学大学院）

F4-5 知的障害児のための文字・発音学習ソフトウエアの開発 
小田まり子（久留米工業大学），○田口浩太郎（久留米工業大学大学院），河野央（久留米工業大
学），小田誠雄（福岡工業短期大学），新井康平（佐賀大学）

G4：一般セッション「情報教育（実践）」 【会場： 8208講義室】
座長：鈴木克明（熊本大学）

G4-1 教員養成のための情報リテラシー教育の実践 
○深谷和義（椙山女学園大学）

G4-2 プロジェクト型情報教育の実践による地域社会向け学習教材の作成 
○林康弘，松崎智，小松川浩（千歳科学技術大学）

G4-3 動画としてのプレゼンテーション制作と相互評価による情報倫理教育 
○河野稔（兵庫大学）

◆8月23日（木）14 : 00～15 : 00　招待講演

L3：招待講演1 【会場： 1号館1101講義室】
 生涯学習社会を支える教育システム技術 

○白井克彦（放送大学学園理事長，早稲田大学学事顧問）

◆8月23日（木）15 : 20～18 : 00　企画セッション

TA：企画セッション： eラーニング環境のデザインと組織開発・人材育成 【会場： 8202講義室】
座長：仲林清（千葉工業大学），櫻井良樹（NECラーニング） 

オーガナイザ：仲林清（千葉工業大学），松居辰則（早稲田大学）， 
加藤泰久（NTTラーニングシステム），櫻井良樹（NECラーニング）
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TA-1 eラーニング専門家人材に必要なコンピテンシーの体系再構築―HPIを包含する役割定義と標準
業務プロセスの見直し― 
○櫻井良樹（日本イーラーニングコンソーシアム，NECラーニング），寺田佳子（日本イーラー
ニングコンソーシアム，ジェイ・キャスト），高根祐次，五十嵐寿恵（日本イーラーニングコン
ソーシアム，富士通ラーニングメディア），合田美子（日本イーラーニングコンソーシアム，熊
本大学），権藤俊彦（日本イーラーニングコンソーシアム，青山学院大学），森田晃子（日本イー
ラーニングコンソーシアム，TDMコンサルティング）

TA-2 プロジェクトマネジャー育成のためのゴールベースシナリオ理論に基づいたe ラーニング教材の
設計及び開発 
○前田和哉，鈴木克明（熊本大学大学院），片野俊行（TDMコンサルティング）

TA-3 学習者の行動変化を促すケースメソッドの効果とCan-Doリストの拡張および他の科目への展開
―法学部教養教育における実験的取り組み― 
○多賀万里子（熊本大学大学院），阪井和男（明治大学），鈴木克明（熊本大学大学院）

TA-4 LMSの活用を促す授業設計 
○穗屋下茂，藤井俊子，田代雅美（佐賀大学）

TA-5 教育機関向けクラウドサービスの学習支援ツールとしての魅力と限界 
○大島直樹（山口大学大学院）

TA-6 協働学習における学習者側が作成した教材オブジェクトのクラウド活用提案 
○松本哲（神戸大学），今井恒雄（京都情報大学院大学）

TA-7 アンケート調査によるSCORM規格活用形態の現状分析 
○仲林清（千葉工業大学，熊本大学）

TB： 企画セッション： ICTを活用した学習支援システムによる教育の質保証 【会場： 8203講義室】
座長：不破泰（信州大学），布施泉（北海道大学） 

オーガナイザ：不破泰（信州大学），小松川浩（千歳科学技術大学）， 
野崎浩成（愛知教育大学），布施泉（北海道大学）

TB-1 大学教育の質保証を目指した評価システムとモデル授業の構築 
○松本豊司（金沢大学），平治彦，安田謙一（ウェブクラス）

TB-2 人間力の自己診断テストと連動したeポートフォリオの設計 
○山川広人（千歳科学技術大学），斉藤史徳（千歳科学技術大学大学院），立野仁（千歳科学技術
大学），田中佳子（日本工業大学），小松川浩（千歳科学技術大学大学院）

TB-3 授業支援システムにおける学習カルテ機能の設計 
○加藤利康（日本工業大学大学院）

TB-4 オンラインミニッツペーパの活用 
○中西通雄（大阪工業大学）

TB-5 CMSと連携するスマート学習支援アプリの開発 
○王晨，乾祐維（関西大学大学院），植木泰博（関西大学），冬木正彦（関西大学）

TB-6 北海道大学における一般情報教育―大学院TAによる学習支援と質保証への試み― 
○布施泉，岡部成玄（北海道大学）
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TB-7 eラーニングを導入した情報科目の全学展開と教育効果の検証 
○小島篤博，真嶋由貴恵，前川泰子（大阪府立大学）

TC：企画セッション：続 2・教育機関等連携を支援する教育システムの設計・構築・運用 
 【会場： 8204講義室】

座長：小西達裕（静岡大学） 
オーガナイザ：小西達裕（静岡大学），安間文彦（電気通信大学）

TC-1 e-Knowledgeコンソーシアム四国における単位互換教育の実践報告 
村井礼（四国大学），○林敏浩（香川大学）

TC-2 東京学芸大学における全学情報統合連携システム「学芸ポータル」の構築 
○森本康彦，加藤直樹，長谷川正，藤井健志，正木賢一，宮寺庸造（東京学芸大学）

TC-3 院内学級における遠隔教育―テレビ会議システムとライブ配信サイトの利用 
○山本裕一（北海道大学），佐藤修（北京日本文化センター），霜村耕一（北海道大学病院院内学
級），吉井英一（北海道大学），西牧謙吾（特別支援教育総合研究所），西堀ゆり（札幌大谷大学）

TC-4 病気療養児の心の解放をはかる遠隔授業とCMC 
○霜村耕一（北海道大学病院院内学級），山本裕一（北海道大学），佐藤修（北京日本文化セン
ター），吉井英一（北海道大学），西牧謙吾（特別支援教育総合研究所），西堀ゆり（札幌大谷大
学）

TD：企画セッション：次世代教育・学習環境のための新技術とユーザエクスペリエンス 
 【会場： 8205講義室】

座長：佐々木整（拓殖大学），妻鳥貴彦（高知工科大学） 
オーガナイザ：佐々木整（拓殖大学），妻鳥貴彦（高知工科大学），三石大（東北大学）

TD-1 iBooks Authorによるマルチメディアを使った次世代インタラクティブ教材作成 
○亀山和生（Apple Japan）

TD-2 EPUBリーダーとスマートフォンとの対応 
○河地裕介（大阪大学大学院），奥田茂人，江見圭司（京都情報大学院大学）

TD-3 Webベース学習支援環境MeSHによるプログラミング教育の実践 
○須田宇宙（千葉工業大学）

TD-4 Webカメラ映像を用いた確率ネットワークによる姿勢判別手法 
○岡本勝，赤井悠子，松原行宏（広島市立大学大学院）

TD-5 ARを組み込んだ俳句創作支援アプリケーションの開発 
○高田伸彦（金沢学院大学），鈴木雅実（KDDI研究所），柳澤良一，吉田一誠，春名亮（金沢学
院大学）
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TE：企画セッション：先進的な学習支援環境のデザイン―実現したい学習は？― 
 【会場： 8206講義室】

座長：林雄介（名古屋大学），東本崇仁（東京理科大学） 
オーガナイザ：林雄介（名古屋大学），小島一晃（早稲田大学）， 

東本崇仁（東京理科大学），柏原昭博（電気通信大学）

TE-1 経験学習の学習効果測定の方策 
○吉川厚（東京工業大学），折田明子（慶應義塾大学），國上真章，寺野隆雄（東京工業大学）

TE-2 知識の熟達化を促すオープンプラットフォーム学習環境 
○野口孝文（釧路工業高等専門学校）

TE-3 階層構造の意味的理解のための誤りへのフィードバック環境の設計と評価 
○東本崇仁（東京理科大学），今井功（元・千葉市立新宿中学校），堀口知也（神戸大学大学院），
平嶋宗（広島大学大学院）

TE-4 知的メンタリングシステム実現のためのオントロジーに基づく学習者の心的状態に関する知識管
理 
○村松慶一，小島一晃，松居辰則（早稲田大学）

TE-5 知的メンタリングシステム実現のための低次インタラクションリソースに基づく学習者状況理解 
○小島一晃，村松慶一，松居辰則（早稲田大学）

TE-6 マーカ操作により能動的に仮想実験環境構築が可能な学習支援システム 
○松原行宏，沖見圭洋（広島市立大学）

TE-7 大学初年次生のメタ認知スキル育成を目的とした学習支援環境のデザイン 
○瀬田和久（大阪府立大学大学院），崔亮，池田満（北陸先端科学技術大学院大学），松田憲幸
（和歌山大学），岡本真彦（大阪府立大学）

TE-8 モデル作成者の意図の伝達を支援する協調学習型電気工学用シミュレータの開発 
○劉飛龍，一宮章訓，植田孝夫（北見工業大学）

TF：企画セッション：医療・看護・福祉分野における ICTを活用した教育のデザインと実践・評価 
 【会場： 8207講義室】

座長：柴田喜幸（産業医科大学），真嶋由貴恵（大阪府立大学） 
オーガナイザ：真嶋由貴恵（大阪府立大学），丹羽雅之（岐阜大学）， 

柴田喜幸（産業医科大学），中村裕美子（大阪府立大学）

TF-1 我が国における医療系eラーニングの状況と課題 
○真嶋由貴恵（大阪府立大学，医療系eラーニング交流会世話人会），丹羽雅之（岐阜大学，岐
阜大学大学院，医療系eラーニング交流会世話人会），中村裕美子（大阪府立大学，医療系eラー
ニング交流会世話人会），柴田喜幸（産業医科大学，熊本大学大学院，医療系eラーニング交流
会世話人会），木下淳博（東京医科歯科大学，医療系eラーニング交流会世話人会），金西計英
（徳島大学，医療系eラーニング交流会世話人会）

TF-2 医学部4年生に対する採血シミュレーション教育におけるeラーニングの利用検討 
○淺田義和，鈴木義彦，長谷川剛（自治医科大学）

TF-3 看護教育における関連図作成を支援するツールの改善と評価 
○石井成郎（愛知きわみ看護短期大学），鈴木裕利（中部大学），佐久間佐織（愛知きわみ看護短
期大学）
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TF-4 看護職のための再就職支援研修プログラムにおけるメンター補助機能システムの検証 
○中村裕美子（大阪府立大学），真嶋由貴恵，前川泰子（現代システム科学域知識情報システム
学類大阪府立大学），深山華織，星和美（大阪府立大学）

TF-5 社会福祉リハビリ教育訓練 ICF社会モデルにおけるスペルマ（教育情報）の方向性について 
水野加寿（城西大学），柴岡信一郎（タイケン学園），鳥谷尾秀行（秀明大学），○渋井二三男
（城西大学）

TF-6 ステークホルダーを考慮したパッケージ教材開発～ RRTトレーニングプログラム教材の設計か
ら考察する～ 
○紙谷あゆ美（JSISH RRT/METトレーニングプログラム開発チーム），石井嘉明（富士ソフト），
淺田義和，中川原好栄，榎本晶，三辻智美，清水広久（JSISH RRT/METトレーニングプログラム
開発チーム），池上敬一（JSISH日本医療教授システム学会）

TF-7 臨床検査技師養成校情報科学教育においてスマートフォン，iPadを用いた医療用アプリをどのよ
うに教育すべきか ? 
○神崎秀嗣（京都大学ウイルス研究所） （発表取消）

TG：企画セッション：学習者の主体的，継続的，創造的な学びを支え促進するための研究と実践 
 【会場： 8208講義室】

座長：西野和典（九州工業大学），小松川浩（千歳科学技術大学） 
オーガナイザ：合田美子（熊本大学），青木久美子（放送大学）， 

小松川浩（千歳科学技術大学），西野和典（九州工業大学）

TG-1 中国語ミニマム学習支援システム 
○水谷亨，徳田隆人，江見圭司（京都情報大学院大学）

TG-2 問題発見解決能力を養うための数学教材開発支援 
○江見圭司（京都情報大学院大学），中西祥彦（四條畷学園大学）

TG-3 小・中学校理科電気分野における協同学習出前授業教材の開発 
○新池一弘（舞鶴工業高等専門学校）

TG-4 eラーニングにおける社会人学習者の学習動機による学習行動の特徴 
○権藤俊彦（青山学院大学），合田美子（熊本大学大学）

TG-5 オンラインディスカッションシステム活用時のソーシャルプレゼンス支援に関する考察 
○新目真紀（青山学院大学），古俣升雄（東京工業大学大学院），櫻井良樹（NECラーニング），
比嘉邦彦（東京工業大学大学院）

TG-6 eラーニングにおける自己制御学習意識とテストスコアの関係に関する探索的研究 
○山田政寛（金沢大学大学），合田美子（熊本大学），松田岳士（島根大学），齋藤裕（青山学院
大学），加藤浩（放送大学），宮川裕之（青山学院大学）

TG-7 学生の自立的な学習を促進する自己実現学習システムの構築 
○長沼将一，石橋嘉一（山形大学）
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TH：企画セッション：教育の情報化―初等・中等教育の取り組みをうけて― 
 【会場： 8209講義室】

座長：西端律子（畿央大学），鷹岡亮（山口大学） 
オーガナイザ：鷹岡亮（山口大学），西端律子（畿央大学）

TH-1 書影を取り込めるCMSを用いた言語活動の実践 
○菅原真悟（総合研究大学院大学），兵頭一樹（埼玉県深谷市教育委員会），舛川竜治，新井紀子
（国立情報学研究所）

TH-2 SD法の活用による中学校国語科俳句学習における感性評価の視覚化 
○豊瀬仁須（田川市立田川中学校，九州工業大学），西野和典（九州工業大学）

TH-3 オンライン交流を活用したブレンディッド・eラーニングによる高校中国語教育モデルの実践 
○杉江聡子（北海道大学大学院）

TH-4 小中高の主要科目の全授業動画を家庭・学校・学習塾に無料配信するプロジェクト 
○大塚意生（日本メディア教育）

TH-5 ICT教育利用を支える協調学習技術標準化作業の取組み 
○鷹岡亮（山口大学），西田知博（大阪学院大学），平田謙二（東洋大学），仲林清（千葉工業大
学），岡本敏雄（電気通信大学）
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講演プログラム【3日目】8月24日（金）

◆8月24日（金）9 : 00～10 : 20　一般セッション

A5：一般セッション「eラーニングコンテンツ」 【会場： 8202講義室】
座長：中村泰之（名古屋大学）

A5-1 Moodleを利用した情報科目の支援―穴埋め問題のスペース対処について― 
○五月女仁子（神奈川大学）

A5-2 「学びのコンテンツプロジェクト」による地域学習環境の開発 
○池本有里，山本耕司（四国大学）

A5-3 電子書籍フォーマットに対応した適応型教材作成システムの提案 
○田中頼人（早稲田大学），服部隆志（慶應義塾大学）

B5：一般セッション「プログラミング教育 （3）」 【会場： 8203講義室】
座長：小西達裕（静岡大学）

B5-1 マイクロ操作に基づいた教育用コンピュータ・ネットワークシミュレータの試行 
○石川賢，川島芳昭（宇都宮大学）

B5-2 高大連携のLEGOプログラミング講座を支援するシミュレーション教材の試作 
○高橋知希（香川大学大学院），富永浩之（香川大学）

B5-3 Web環境を利用したCG重視のプログラミング教育支援システムの開発 
○高山文雄（いわき明星大学）

B5-4 実習型のマルチエージェントシステム学習支援ソフトウェアの設計と試作 
○武﨑敬太郎，今野将（千葉工業大学）

C5：一般セッション「作問学習 （1）」 【会場： 8204講義室】
座長：平嶋宗（広島大学）

C5-1 自主学習素材共有システムにおける自動作問機能 
○林敏浩，垂水浩幸（香川大学）

C5-2 Moodleを基盤とした学習者による協調的作問環境の開発 
○新開純子，早勢欣和（富山高等専門学校），宮地功（岡山理科大学）

C5-3 算数の文章題を対象とした問題構造の教授とその確認としての作問：小学1年生を対象として 
○山元翔，神戸健寛，吉田祐太（広島大学），前田一誠（広島大学附属小学校），平嶋宗（広島大学）

D5：一般セッション「協調学習 （2）」 【会場： 8205講義室】
座長：川田博美（名古屋女子大学）

D5-1 情報収集部分を指定する協調学習支援環境と議論の可視化機能 
○新井浩基（上智大学大学院），田村恭久（上智大学）

D5-2 研究室規模の蔵書管理と文献共有による学習支援の検討 
○川鯉光起（香川大学大学院），富永浩之（香川大学）
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D5-3 複数グループの共同学習の観察と介入を可能とする共有ホワイトボードシステムの提案 
○渡邉一規，大河雄一（東北大学大学院），三石大（東北大学）

D5-4 真正な学習のための学習共同体のデザイン 
○田中洋一（仁愛女子短期大学）

E5：一般セッション「学習コンテンツ （1）」 【会場： 8206講義室】
座長：吉冨賢太郎（大阪府立大学）

E5-1 3次元CGを用いた算数学習システムの導入と評価 
○崎山卓哉（JMC），松下孝太郎，マッキン・ケネスジェームス，布広永示，神野建（東京情報
大学）

E5-2 ストーリー型eラーニングにおける先行2理論の適合の相互関係分析 
○柴田喜幸（熊本大学大学院，産業医科大学），鈴木克明（熊本大学大学院）

E5-3 インストラクショナルデザインに基づいた授業・教材設計手法による提出課題改訂のための手法
とその実践 
○佐々木茂，渡辺博芳（帝京大学）

E5-4 自動生成する古代建物の3Dモデルによる歴史教育支援システムの開発―Straight Skeleton手法に
よる多角堂の3Dモデルの自動生成― 
○杉原健一（岐阜経済大学），周欣欣（名古屋文理大学），村瀬孝宏（中京学院大学中京短期大学部）

F5：一般セッション「授業支援 （1）」 【会場： 8207講義室】
座長：大倉孝昭（大阪大谷大学）

F5-1 オンライン学習の研究活動を支援するコミュニティ形成要因の検討―一大学院の事例をもとに― 
○根本淳子（熊本大学大学院），竹岡篤永（熊本大学大学院，九州大学），井ノ上憲司，久保田真
一郎，柴田喜幸（熊本大学大学院，産業医科大学），鈴木克明（熊本大学大学院）

F5-2 高等教育機関におけるeラーニング活用向け支援サービス構築ツール開発 
○鐘ヶ江力（SCSK，熊本大学大学院），松葉龍一，江川良裕，鈴木克明（熊本大学）

F5-3 TA活動支援のためのTA割り当てシステム 
○柿森哲也（大阪工業大学大学院），安留誠吾（大阪工業大学）

F5-4 フロー理論に着目した学習教材・学習環境の再設計支援ツールのeラーニング教材に適用した際
の評価について 
○加藤泰久（NTTラーニングシステムズ，熊本大学），鈴木克明（熊本大学）

G5：一般セッション「情報教育（調査）」 【会場： 8208講義室】
座長：田中敬一（近畿大学）

G5-1 ハッキングゲームCTFを取り入れた情報セキュリティ教育の提案 
○中矢誠，富永浩之（香川大学）

G5-2 高等学校教科「情報」における ICTの進展の反映について 
○高田和典（北海道大学大学院）

G5-3 愛知県の高校での普通教科「情報」の実態調査―アンケート調査に基づく一考察― 
○山﨑初夫，村上広一，寺田幸正（名城大学）
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◆8月24日（金）10 : 30～11 : 50　一般セッション

A6：一般セッション「eテスティング」 【会場： 8202講義室】
座長：森本容介（放送大学）

A6-1 2部ネットワーク分析によるユーザ習熟度とアイテム難易度の推定アルゴリズムの提案 
○濱田一伸（高知大学大学院），三好康夫，鈴木一弘，塩田研一（高知大学）

A6-2 最大クリーク問題を用いた複数等質テスト自動構成手法 
○石井隆稔（電気通信大学大学院），Songmuang Pokpong（早稲田大学），植野真臣（電気通信大
学大学院）

A6-3 eテスティングにおけるLDAを用いた項目の類似度算出手法 
○高木輝彦（電気通信大学），高木正則（岩手県立大学），勅使河原可海（創価大学大学院），植
野真臣（電気通信大学）

A6-4 数学オンラインテストシステムSTACKの問題作成支援ツールの開発とSTACK3.0の展望 
○中村泰之（名古屋大学大学院），大俣友佳（名古屋大学），中原敬広（合同会社三玄舎）

B6：一般セッション「プログラミング教育 （4）」 【会場： 8203講義室】
座長：富永浩之（香川大学）

B6-1 対象世界・プログラム・操作系列の対応を視覚化するプログラミング・アルゴリズム学習支援環
境における学習者誘導機能 
○岡本真（静岡大学大学院），小暮悟，野口靖浩，小西達裕，伊東幸宏（静岡大学）

B6-2 JavaScript上で動作するC言語用視覚的デバッガの開発 
○長江明彦（香川大学大学院），香川考司（香川大学）

B6-3 Web上の学習支援環境を用いたprintf, scanf関数の内部動作の可視化 
○吉崎翔（香川大学大学院），香川考司（香川大学）

B6-4 フィジカルデバイスで体感するプログラミング教育 
○椋田實，片山茂友（日本工業大学）

C6：一般セッション「作問学習 （2）」 【会場： 8204講義室】
座長：林敏浩（香川大学）

C6-1 漸進的問題演習の実現と実践利用を通した学習者の振る舞いの分析 
○武智俊平，平嶋宗（広島大学大学院）

C6-2 単文統合型作問学習におけるダミーカードの自動生成とその使われ方の分析 
○吉田祐太，神戸健寛，山元翔，平嶋宗（広島大学大学院）

C6-3 単文統合型の逆思考問題作問における誤りの分析 
○神戸健寛，吉田祐太，山元翔，平嶋宗（広島大学）

D6：一般セッション「協調学習 （3）」 【会場： 8205講義室】
座長：三石大（東北大学）

D6-1 協働型サービスラーニングをめざす教科における選択パターンの導入 
○川田博美（名古屋女子大学短期大学部）
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D6-2 「社会人基礎力」の育成を目的として地域貢献ボランティア団体と協働で取り組む教育プログラ
ムの試み 
○川田博美（名古屋女子大学短期大学部），稲吉由味子（愛知工科大学自動車短期大学），千葉み
どり（地域貢献ボランティア協会）

D6-3 教材と解決事例の検索を支援するインタラクティブな知識連関マップをもつWebベース協調学
習環境 
掛川淳一（兵庫教育大学大学院），佐々木諒，○伊藤紘二（山口東京理科大学）

E6：一般セッション「学習コンテンツ （2）」 【会場： 8206講義室】
座長：渡辺博芳（帝京大学）

E6-1 太陽光発電システムなどの環境3Dモデルによる環境教育支援システムの開発 
○村瀬孝宏（中京学院大学中京短期大学部），杉原健一（岐阜経済大学），周欣欣（名古屋文理大学）

E6-2 食事記録調査のための支援システムの開発 
○長谷川信（岐阜聖徳学園大学短期大学部），今枝奈保美，磯本征雄（名古屋女子大学）

E6-3 汎用USBカメラによる脈波測定を用いた教材開発 
○伊藤敏（岐阜聖徳学園大学），鷲野嘉映（岐阜聖徳学園大学短期大学部），井上祥史（岩手大学）

E6-4 数学学習システムのコンテンツ素材共有化のためのデータベース構築について 
○吉冨賢太郎，川添充（大阪府立大学）

F6：一般セッション「授業支援 （2）」 【会場： 8207講義室】
座長：根本淳子（熊本大学）

F6-1 サブタイトルとクローズドキャプションの比較 
○大倉孝昭（大阪大谷大学，総合研究大学院大学），広瀬洋子（放送大学）

F6-2 留学生のための関連情報共有型講義理解支援システムの開発と評価 
○吉野孝（和歌山大学），岡本健吾（和歌山大学大学院），中條夕貴（和歌山大学）

F6-3 フラッシュメモリを基盤としたAndroidアプリケーション開発環境の構築 
○佐々木喜一郎（岐阜経済大学），安田孝美（名古屋大学大学院）

F6-4 エクステンション活動に向けた出席管理システムの開発 
○大崎正幸（名古屋文理大学短期大学部）

G6：一般セッション「情報教育（システム）」 【会場： 8208講義室】
座長：山崎初夫（名城大学）

G6-1 Web環境における情報教育支援システムの操作・運用の改善 
○佐久間貴士（戸板女子短期大学），小堺光芳（立正大学）

G6-2 中学校での情報モラル学習におけるERICAの応用 
○豊瀬仁須（田川市立田川中学校，九州工業大学），浅羽修丈（北九州市立大学），阿濱茂樹（山
口大学），斐品正照（東京国際大学），松田昇（カーネギーメロン大学），三池克明（信州短期大
学），西野和典（九州工業大学）

G6-3 自動採点を備えた表計算学習支援システムの開発 
○田中敬一（近畿大学）
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展示出展企業 

会場：千葉工業大学 芝園キャンパス 8 号館 2 階 

日程：2012 年 8 月 22 日（水）～8 月 24 日（金） 

 

アテイン株式会社 

ＳＣＳＫ株式会社 

株式会社アーネット 

株式会社朝日ネット（２ブース） 

株式会社内田洋行 

株式会社クリプトン 

株式会社システムゼウス 

株式会社 TERADA.LENON 

株式会社日経ＢＰ，株式会社日経ＢＰマーケティング 

株式会社ヒューマンサイエンス 

株式会社フォトロン 

株式会社フォーラムエイト 

株式会社ワークアカデミー（noa 出版） 

実教出版株式会社 

シャープドキュメントシステム株式会社 

チエル株式会社 

日本データパシフィック株式会社（２ブース） 

富士通株式会社 

メディアサイト株式会社 

（50 音順） 

◆8月24日（金）13 : 00～14 : 00　招待講演

L4：招待講演2 【会場： 1号館1101講義室】
 宇宙と生命，その研究の現状と日本の宇宙政策 

松井孝典（千葉工業大学惑星探査研究センター所長，東京大学名誉教授）

◆8月24日（金）14 : 10～16 : 30　公開フォーラム

OF1：公開フォーラム 【会場： 1号館1101講義室】

 ソーシャルメディアが創り出す学習・教育環境の光と影
フォーラムコーディネータ：不破泰（信州大学） 

プレゼンタ：上野直樹（東京都市大学），長谷川忍（北陸先端科学技術大学院大学）， 
山川修（福井県立大学），松村太郎（キャスタリア） 

指定討論者：青木久美子（放送大学），村上正行（京都外国語大学）

◆8月24日（金）16 : 40～17 : 00

クロージング・表彰式 【会場： 1号館1101講義室】
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